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論 文 の 内 容 の 要 旨

植物組織培養技術の発展は育種の進歩に大きく一貢献している･組織培養技

術は従来の大量増殖から,ソマクローン変異の誘発による新系統の育成と,

胚(珠)培養により交稚不和合性の障壁を克服して有用遺伝子を導入する方

向に展開し,多くの種においてソマクローン変異と胚培養の成功例が報告さ

れている･しかし,トウガラシ(C叩Sナcu仰SPP･)は世界的に重要な香辛料作
物であるにもかかわらず,成功例が少ない.このような観点から,本研究はト

ウガラシの効率的な育種を行うために,トウガラシ属植物における組織培養

技術を用いた育種方法を確立することを目的として行われたものである.

外植体からの植物体再生方法を確立するために,日本産品種タカノツメと

シシトウ(C.∂〃〃リリ仰)を材料として無菌植物体を育成し,外植体の部位,齢お

よび培地の組成について検討した.その結果,MS基本培地にBA3.Ongl~1と

IAAl.Omgl●1を加えた培地で植物体を直接再生できること,14～20 日齢の幼

植物体の茎頂および子葉節を外植体としたときにシュート形成率が高いこと,

シュ疇卜からの発根にはMS+NAA O.1mgl-1+IBA O.05mgl~1の培地が適してい

ることを明らかにした.

タカノツメセシシトウから得られた再生植物体についてリマクローン変異

を解析した.Roで観察された質的変異はR,､に遺伝し,Rlでは早生化,矯性
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化など量的形質の有用変異が認められ,遺伝変異作出に有効なことを示した.

主要な栽培種であるC.∂〃〃Uu扉こ交雑不和合の近縁種の特性を導入するため

に,未熟胚の培養による雑種植物の獲得方法を検討した.未熟胚からの植物

体再生に有効な,MS培地を単純に改変したM2培地(MS+CH500mgl~1+YE

500mgl.1+CW15qmll-1+GA,0.5mgl~1+,NAAO.05mgl.1)を開発した.M2培地の有

効成分はCHで,Sucroseとの組合せで特異的に効果が認められ,CWはその効

果を増大することを明らかにした.この培地を用いて従来困難であった

C.aw兄仙憫X C.fruねsce〃Sの種問雑種を作出し,雑種植物の特性を評価した.

さらに,未熟胚培養による植物体再生と温室栽培を組み合わせることによ

り,1年間に2～4世代の世代促進が可能であり,トウガラシの育種年限を

大幅に短縮できることを示した.

これらの結果を総合して,組織培養技術を用いたトウガラシ育種の展開方

法について考察し,トケガラシ育種の発展に有効であると結論した.

本研究により得られた成果は,今後のトウガラシ育種の効率的進展に寄与

するものである.

審 査 結 果 の 要 旨

平成14年1月30日に信州大学農学部において,審査委員全員の出席

のもとに博士論文申開発表会が行われ,引き続き質疑応答が行われた.
植物組織培養技術の発展は育種の進歩に大きく貢献し,多くの種に

おいて培養変異と胚(珠)培養による遠縁雑種作出の成功例が報告され

ている.しかし,トウガラシは世界的に重要な香辛料作物であるにもか

かわらず,トウガラシ属(伽∫fc〟刷こおける成功例は少ない.

このような観点から,本研究は■トウガラシの効率的な育種を行うため

に,トウガラシ属植物における組織培養技術を用いた育種方法を確立す

ることを目的としたものである.得られた成果は以下の通りである.

1.外植体からの最適な植物体再生方法を明らかにするために,日本産品種

タカノツメとシシトウ(Ca00〟エ適を用いて,外植体の部位,齢および培地組成

について検討した.その結果,14～20日齢のシシトウ幼植物体の茎頂および子

葉節を外植体としたときにシュート形成率が最大となり,MS培地に臥3.Omgl●1

とⅠ舶1.Pmgl~1を加えた培地で植物体を直接再生できることを明らかにした.

2.単一細胞由来の不定芽から効率的にソマクローン変異体を得るために,

熱帯地域で栽培されるC血ね∫Ce〃∫2品種を供試して,実生菓からの効率的な

シュート形成方法を検討した.シュートはカルスを経由せず其の切断面に直接

形成されること,上半分を切除した4週齢の子葉を外植体とした時にシュート

が最も効率的に得られることを明らかにした.
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3.組織培養においては,供試品種により最適培養条件が異なることが報告

されており,世界各国の品種について検討がされている.そこで母国バングラ

デシュから収集した6品種(C剖肌肌鵬について培地,外植体部位とシュート形

成の関係を調査し,最適な培養条件を明らかにした.

4.再生植物体について諸形質を親系統と比較調査し,ソマクローン変異を

解析した･R｡で観察された質的変異はRlに遺伝し,Rlでは早生化,矯性化な

ど量的形質の変異を認めた.これらの系統についてR肝D分析を行い,R13系統

で親品種と異なるバンドを観察し,遺伝変異を生じていることを明らかにした.

5.主要な栽培種であるCaⅥ肌瓜に近縁種の有用特性を導入することは重要

であるが,通常の交雑で雑種の得られる種は限られている･そこで胚培養法を
検討した･未熟胚からの植物体再生に有効なM2培地(MS+CH500mgl●1+YE

500mgrl+CW150mll.1ぺ姐,0.5mgl~l+,NAAO.05mgl,L)を開発し,従来困難であった

C占m別几抑X CJナ〃ね∫Ce〃∫の種間雑種の作出に成功した.

6.未熟胚培養による植物体再生と温室栽培を組合わせることで,1年間に

2～4世代の世代促進が可能であり,育種年限をに短縮できることを示した.

7.本研究で得たこれらの成果は,組織培養技術を用いたトウガラシ育種の

発展に寄与するものである.

以上について,審査委員全員一敦で本論文が岐阜大学大学院連合農学研究科

の学位論文として十分価値あるものと認めた.
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